
当病棟は精神科急性期病棟として奈良県下の精神科救急医療システムの救急輪番に
おいて応急入院や措置入院をはじめ精神科救急患者の受け入れをおこなっています。
精神症状の出現により社会生活が困難になった患者さんの入院治療を行う病棟です。
入院患者さんは統合失調症や気分障害、認知症の方が多いです。

看護過程
オレム-アンダーウッド理論を
基盤として評価し、高い倫理観
をもちながら患者さん・家族の
自己決定を支え、回復を

支援しています

行動制限最小化
カンファレンス

人権や倫理に配慮し、
隔離や拘束処遇

患者さんの行動制限
最小化に向けた
カンファレンスを

毎日実施しています

スタッフは男性看護師も
多く4割程います。

子育てをしている看護師も
多くお互いに

助け合いながら楽しく
看護しています！

ケア会議
訪問看護の利用や

福祉サービスの調整等を
多職種で話し合い

個別性に応じた退院後の
生活支援をしています

確実な服薬支援

病棟の中庭で季節の
植物を患者さんと共に

育てることで
お互いに満足感や

達成感を得られています！


